
様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 (単位：千円)

主な取組 文化観光戦略推進事業

対応する
主な課題

①本県の独特な自然、文化資源や健康長寿などのソフトパワーは、次世代の産業を創り出す資源として大きなポテンシャルを秘めているが、これら
を事業化、産業化に結びつけるノウハウをもった人材育成が必要である。

１　取組の概要（Plan）

取組内容 年度別計画

「主な取組」検証票

施策展開 5-(5)-ウ 新産業の創出や産業のグローバル化を担う人材の育成
施 策 ①　新産業の創出を担う人材の育成

施策の小項目名 ○文化産業人材育成

実施主体 県

 担当部課【連絡先】 文化観光スポーツ部文化振興課 【098-866-2768】

　文化資源を活用した新たな観光のメニューとなる魅力あるコンテンツ（舞台公
演）を定時・定常的に実施し、観光客が観劇しやすい環境を整え、観光誘客を図
る。また、観光客の沖縄の芸能に対する認知度や理解度を高めるための取り組み
を行う。

H29 H30 R元 R2 R3

２　取組の状況（Do）

予算事業名 文化観光戦略推進事業

主な財源 実施方法
H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 令和3年度活動内容と令和4年度活動計画

決算額 決算額 決算額 決算額 決算見込額 当初予算額

一括交付
金（ソフ
ト）

○R4年度：　旅行商品造成プログラムモデルの構築に向
けて、文化資源を活用した沖縄芸能マグネットコンテン
ツ公演を２団体、計４公演開催する。

予算事業名

主な財源 ○R3年度：　文化資源を活用した沖縄芸能マグネットコ
ンテンツ公演を３団体、計12公演開催した。

一括交付
金（ソフ
ト）

補助 75,632 62,689 59,970 9,193 29,245 29,545

決算額 決算額 決算見込額 当初予算額 主な財源

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

○R4年度：

○R3年度：
主な財源 実施方法

R3年度 R4年度 令和3年度活動内容と令和4年度活動計画

決算額 決算額

文化人材と観光分野等の異分野との相互交流・連携機会の創出



様式１（主な取組）

活動概要

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

 (２)これまでの改善案の反映状況

活動指標名
文化人材と観光分野等の異分野との相互交
流・連携機会の創出

R3年度 R3年度
決算見込
額合計

進捗状況

実績値

H29年度
　沖縄の特色ある伝統行事や伝統芸能に代表
される多様で豊かな文化資源を活用して、芸
術性や芸能性、エンターテイメント性が高い
舞台公演を実施し、観光誘客を図る。

実施 実施 実施 実施 12公演 12公演 100.0%

29,245 順調

H30年度 R元年度 R2年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B

達成割合
A/B

活動指標名 R3年度

実績値

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 実績値(A) 目標値(B)

　文化資源を活用したマグネットコンテンツ
（舞台公演）の制作・上演及びプロモーショ
ンのための取り組みに対する支援を行った。
・３団体12公演開催
・入場者数：1,341人
・観光客数：82人
・県外（海外）割合：6.1％

活動指標名 R3年度

実績値

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B

令和3年度の取組改善案 反映状況

・県内各地で実施されている類似的取り組みを行っている自治体や団体と意見交
換を行うなど連携を図り、観光誘客につなげる。

・観光関連情報誌、WEBサイト、SNS、メディア、チラシ・ポスター等を活用した
各種プロモーションの実施のほか、チケット販売のための旅行代理店（オンライ
ントラベルエージェント等）との連携を図った。

・また、沖縄芸能マグネットコンテンツ芸能公演のプレイベントの一環として、
観光施設と連携を図り、主に観光客を対象にミニライブステージや三線体験教室
の文化体験プログラムを実施した。
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４　取組の改善案（Action）

・沖縄特有の文化資源を活用した新たな観光メニューを確立させるため、文化コンテンツを含む旅行商品造成プログラムモデルを構築するとともに、観光客の沖縄
の芸能に対する認知度や理解度を高めるための文化体験等の取り組みを行い、沖縄観光の誘客を図る。

○内部要因 ○外部環境の変化

・沖縄の文化・芸能を活用した観光プロモーションや外国人観光客に向けた舞台
公演の多言語化等を実施しているものの、未だ認知不十分である。

・感染症拡大の影響により、沖縄県の観光客数が減少している。

・感染症拡大状況により、大規模イベントの中止が余儀なくされる場合がある。

(2)改善余地の検証（取組の効果の更なる向上の視点）

・観光施設や文化体験施設、各地にいる実演家等と連携し観光客へのアプローチの範囲を拡大する必要がある。

３　取組の検証（Check）

(1)推進上の留意点（内部要因、外部環境の変化）


